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ソフト面等の要因を明らかにしている。さらに 65 以上と 64 歳以下を比較し、満足度の要因等を分類している。
(3) 住民の要望を応じて生まれたひがしまち街角広場の役割を検討した結果、地域内の住民にとって、特に高齢者
にとって、気軽に活動する場所であることを明らかにしている。また他地域の交流拠点になっていることも指
摘されている。
(4) 街角広場の利用者とスタッフの意識評価による、コミュニティ支援施設の満足度に影響する各要因を明らかに
している。さらに、最初計画されたコミュニティセンターならびに小学校の余裕教室を活用したコミュニティ
ノレームの相互補完性を指摘している。
(5) 高齢社会に対応したコミュニティ支援施設整備の提案を行っている。新千里東町のように、相互補完施設の事
例を拡大した上、地域の特性を配慮すべきである。
以上のように、本論文は現在の千里ニュータウンの問題ならびに利用者がコミュニティ支援施設の利用状況と評価
を明らかにする過程において、今後のコミュニティ支援施設の再生の方向性を示唆したものとなっている。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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